
住まいが身近なところから姿を消しつつあり、日本にあ
る住まいづくりや暮らしの知恵や文化が失われつつある
と考えられ、日本人の住生活文化に対する理解が薄まっ
ていることをも示していると言える。
国土交通省はこのような日本の住文化の状況に危機

感を持ち、平成25年に、和の住まい推進関係省庁連絡会
議を組織し、国民向け普及活動の推進4）を行っている。
近年の建築学・住居学の分野における研究を見ると、

重要文化財的な住文化の継承に関する研究が多く、住宅
の和室に関する研究では平面構成における推移等が中心
であり、住まい方に見られるような日常生活における住
生活文化の継承・創造に関する研究は見当たらない。竹
原ら5）は、「愛着のみでは和室が必要とされることは難し
く、居住者が和室について正しい知識を持つための啓発
が必要」、と結論付けているが、どのように啓発していく
かは課題のままである。
一方、平成29年の学習指導要領改訂により、伝統文化

Ⅰ. 緒言
兼好法師が『徒然草』の中で「住まいは夏を旨とすべ

し」と述べたように、日本の伝統的住まいは暑い夏を快
適に過ごすために開放的な間取りとなっており、雨が多
い気候に合わせて屋根は軒が深く出る形につくられてい
る。また、「夏座敷」「冬座敷」と呼ばれるように、移り変わ
る四季に合わせた住まい方をしてきた。
しかし、戦後、日本の住宅は畳を床材とした和室中心

の構成から洋室中心の構成へと大きく変化した。現在の
日本の状況は、既往の研究によると、戸建住宅の和室の
数が減少し、2000年代に入ると、和室の数が1室しかな
いあるいは和室が存在しないという状況になったという
結果が報告1）されている。また、若い世代ほど和室に対
して否定的で、和室を必要としない人が多くなるという
報告2）もある。現在では、住宅全体の洋風化にとどまら
ず、和室自体も洋風のデザインの空間が増え、和室や和
の住まい方は大きく変わった3）。以上のことから、伝統的
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要旨
① 大学生の住まいの伝統や文化に関する用語の認知度は、ハード面でもソフト面でも、近年の一般的な住宅や暮らし
の中から姿を消しつつあるものの認知度が低かった。学習指導要領にある用語でも認知度が低いものもあり、教育
のあり方を検討する必要があると考えられる。しかし、住まいの伝統や文化について、後世に伝えていくべき、学
校現場で教えるべきと考えていた。

② 児童に伝統的和室の画像を呈示し、その空間を身近に感じるかどうか尋ねた結果、約3割の児童が身近に感じてい
ない結果となった。しかし、居住している住宅に伝統的要素がある程、伝統的和室を身近に感じていた。

③ SD法により、児童に『畳の部屋』のイメージを尋ねた結果、静か、すっきりしている、触り心地が良い等のイメージ
が得られた。一方で、歴史的建造物であり現代の生活に合っていない寄りのイメージが持たれており、畳の部屋に
良いイメージを持っているものの、実際の生活において身近な空間ではなくなってきている様子が伺えた。これを
因子分析にかけた結果、3つの因子が析出され、第1因子を「価値」因子、第2因子を「素材感」因子、第3因子を「伝
統性」因子と命名した。

④ 伝統的な住まいや建築に対して約65％の児童が興味を持っていた。自宅に床の間があったり、重要文化財住宅を見
たことがある程、興味がある結果となった。

⑤ 住まいの伝統や文化について学びたいと思っている児童は約8割であった。実感を伴った「住まいの伝統や文化」の
教育には、単なる知識として終わらせない工夫が求められる。また、クロスカリキュラムによって小学校で日本の
住生活文化に関する知識の基礎をつくり、中学校以降の学びにつなげることも可能となると考えられる。
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に関する教育の充実が盛り込まれた6）。さらに、「グロー
バルに活躍する人材の育成」を目標に掲げているが、グ
ローバル化において異文化理解は必要であるが、そのた
めには、まず自国の伝統と文化を理解しておくことが不
可欠であると考える。
しかし、子ども達をとりまく住まいの状況から考える

と、住まいの伝統や文化に関して興味や関心をもちにく
くなることが考えられ、今後、学校現場における教育が
より一層重要となると言えよう。
そこで、本研究では、大学生の住まいの伝統や文化に

関する認知度や意識を調査し、大学までの学びや暮らし
から得たと思われる住まいの伝統や文化に関する意識や
認知度を確認した上で、小学生の住まいの伝統や文化に
関する意識を把握することによって、今後の住まいの伝
統や文化に関する教育に活かすことを目的として調査を
行った。

Ⅱ. 大学生の住まいの伝統や文化に対する意識調査
1. 目的
まず、高校までの住生活文化に関する教育の定着度を

把握し、また、住まいの伝統文化に関する用語の認知度
を知ることを目的として、大学生に対して、住まいの伝
統や文化に関する意識調査を行った。

2. 調査概要
調査方法はWeb調査で、調査期間は2020年9月～10月、

及び12月である。調査対象は、所在地や環境の異なる3
地域の大学生を対象とした。3地域の大学とは、関東地
方A大学、近畿地方B大学、中国四国地方C大学である。
調査内容は、住まいの伝統や文化に関する用語の認知

度、及び興味や教育に対する意識である。

3. 結果及び考察
1）対象者の属性
対象者の属性を表1に示す。

2）住まいの伝統や文化に関する用語の認知度
まず、住まいの伝統や文化に関連した用語のうち、

ハード面の用語を29項目あげ、知っている用語を答えて
もらった。大学ごとに集計した結果を図1に示す。
認知度が高かったのは、「畳」「障子」「ふすま」「瓦」「縁

側」等で、ほぼ100％であった。一方、認知度が低かったの
は、「欄間」「鴨居」「板壁」「付書院」「真壁」「続き間」「天袋」
「濡れ縁」「長押」等であり、10～30％であった。これらの
多くは、現在のデザインが洋風化した和室には見られな
くなったものである。さらに、関連性のある用語であっ
ても、例えば、「敷居」は分かるが「鴨居」は分からない、「書
院造」は分かるが「付書院」は分からないといった結果が
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図1 住まいの伝統や文化に関連した
用語の認知度（ハード面）

表1 対象者の属性



4）まとめ
大学生の住まいの伝統や文化に関する用語の認知度

は、ハード面でもソフト面でも、近年の一般的な住宅や
暮らしの中から姿を消しつつある用語の認知度が低かっ
た。また、用語の中でも、「違い棚」や「ひさし」、「よしず」等
の学習指導要領にある用語でも認知度が低いものもあっ
た。しかし、住まいの伝統や文化について、後世に伝え
ていくべき、学校現場で教えるべきと考えていた。以上
のことから、現在の生活や住宅で目にすることが少なく
なった用語を取り上げる必要があり、教育のあり方を検
討する必要があると考えられる。

Ⅲ.小学生の住まいの伝統や文化に対する意識調査
1.目的
大学生に対する調査から、現在の住宅や暮らしの中か

ら姿を消しつつある用語の認知度が低いものの、住まい
の伝統や文化は後世に伝え、学校現場で教えるべきと考
えていること、しかし、小学校学習指導要領に掲載され
ている用語でも認知度が低いものがあること、等の結果
が得られたことから、今後の、学校教育における住まい
の伝統や文化に関する教育に活かすことを目的として、
小学生の意識について調査を行った。

2.調査概要
調査方法は質問紙法で、小学校に依頼して児童に記入

見られた。また、「違い棚」「ひさし」に関しては小学校指導
要領解説・家庭編7）や社会編8）に掲載されている用語、「付
書院」は小学校社会の教科書に掲載されている用語であ
るが、そういった用語であっても定着しておらず、大学
生の時点では認知度に差が出ていることが明らかとなっ
た。全体的な傾向は、3大学で若干の差はあってもほと
んど同様の傾向を示しており、大学の所在地や偏差値等
による影響はないと考えられ、大学生全体に共通する傾
向ではないかと考えられる。
続いて、住まいの伝統や文化に関連したソフト面の用

語を17項目あげ、知っている用語を答えてもらった。大
学別に集計した結果を図2に示す。なお、A大学では、「火
鉢」を項目に含めていなかったため、回答が0％となって
いる。
ハード面と異なり、ほとんどの用語で認知度が高い結

果となったが、「夕涼み」「行水」は約半数、「よしず」「夏座
敷・冬座敷」が約2割程度と、認知度が低かった。
昭和の頃までは日常の生活の中で行われていた「夕涼

み」「行水」などは、生活の中から消えるとともに認知度
が下がったと考えられる。「夕涼み」や「行水」と同じ昭和
の頃によく見られた生活行為である「打ち水」は100％近

くの認知度であった。これは、2003年から始まり現在で
は全国に広まった「打ち水大作戦」9）により、認知度が高
まったものと考えられる。また、小学校の指導要領や教
科書に掲載されているにもかかわらず「よしず」の認知度
は低かった。

3）住まいの伝統や文化に関する教育に対する意識
最後に、住まいの伝統や文化に対する自身の興味関心

と教育に関する意識について尋ねた。大学による差がな
かったことから、3大学まとめて1つの図とした。
住まいの伝統や文化に対する興味関心がある者がほと

んどであった。また、若干ではあるが、自身の興味関心以
上に、住まいの伝統や文化を後世に伝えていくべきであ
り、学校で教えていくべきと考えている割合が高かった。
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図2 住まいの伝統や文化に関連した
用語の認知度（ソフト面）

図3 住まいの伝統や文化に関する教育に
対する意識



3）居住している住宅にある和の要素
居住している住宅にある和の要素5項目について尋ね

た結果を図7に示す。この5項目は小学生でも理解しやす
い代表的な要素を取り上げた。
全体では、居住している住宅にある和の要素は、畳、

襖、障子、床の間、縁側の順となった。畳の部屋があっ
ても、伝統的空間であれば付随して設けられる建具や座
敷飾り等の要素が設けられなくなっている現状が伺えた。
これを居住している住宅別に見た結果、障子、床の間、

縁側は、集合住宅における設置率が戸建住宅に比較して
低く、住宅により大きな差が認められた。その差は、特

してもらう留置き自記法により行った。調査期間は2020
年12月である。調査は、島根県内のD小学校の4～6年生
を対象とした。
配布部数は175部、有効回収部数は163部、有効回収率

は93％である。
調査内容は、畳の部屋に対するイメージ、住まいの伝

統や文化に関する意識である。
なお、分析にあたって、クロス集計についてはχ2検

定を行い、統計的に有意差が認められた場合、0.1％未満
の場合＊＊＊、1％未満の場合＊＊、5％未満の場合は＊、ま
た、参考として、10％未満の場合は（＊）の印をつけた。

3.結果及び考察
1）対象者の属性及び住宅の特性
表1に対象児童の属性を示す。
4～6年生、男女、それぞれほぼ同数であった。
居住している住宅は、戸建住宅が若干多く、約85％に

畳の部屋があった。

2）畳の部屋に対する意識と利用度
まず、畳の部屋に対する好き嫌いの意識について尋ね

た結果を図4に示す。約9割の児童が「畳の部屋が好き」と
答えた。

これを、畳の部屋の有無別に見たのが図5である。自
宅に畳の部屋がある児童に畳の部屋が好きと答える割合
が高かった。

さらに、畳の部屋の利用度について尋ねた結果を図6
に示す。
「よく利用する」が6割を占め、畳の部屋の利用度の高
さが伺えた。
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表2 対象者の属性と居住住宅の特性

図4 畳の部屋に対する好き嫌い（全体）

図7 居住している住宅にある和の要素

畳の部屋有

畳の部屋無

図5 畳の部屋の有無別にみた
畳の部屋に対する好き嫌い ＊

図6 畳の部屋の利用度（全体）



に、床の間、縁側で大きかった。集合住宅に居住する児
童は、自宅で和の要素に触れる機会が少ないと言える。
また、戸建住宅においても、障子・床の間・縁側の設置率
はほぼ半数以下となっており、これらの要素は、児童が
自宅で触れる機会が少ない和の要素と言える。

3）伝統的和室に対する印象
最後に、伝統的和室の画像を呈示し、その空間を身近

に感じるかどうかを尋ねた。画像は図8に示すDVD『素
材辞典Vol . 42』に収録されている画像を使用した（販売元
から使用許可を得ている）。なお、ここでは、学習指導要
領で使用されている『和室』という言葉を使用した。

た。これを、他の項目ともクロス集計した結果、居住して
いる住宅に畳の部屋がある場合、居住している住宅に縁
側がある場合、畳の部屋に襖がある場合、畳の部屋に障
子がある場合程、床の間がある場合程、身近に感じる割
合が高かった。つまり、居住している住宅に伝統的な和
の要素がある程、伝統的和室を身近に感じていると言え
る。また、重要文化財住宅を見たことがある経験ともク
ロス集計を行ったが関連は認められなかったことから、
重要文化財住宅を見たことがあるだけでは身近には感じ
られないと言える。
島根県のような地方でこのような結果であることを

考えると、都市部の子ども達はもっと身近に感じられな
くなっていることが推測される。

4）『畳の部屋』に対するイメージ
『畳の部屋』と聞いた時に思い浮かぶイメージ」につい
て、21項目のSD法で尋ねた。SD法の項目については、
既往の研究等を参考に、『畳の部屋』のイメージを表して
いると考えられる形容詞対を選択した。
得られた結果の平均値プロフィールを図10に示す。
全体的には、静か、すっきりしている、落ち着く、伝

統的な、くつろげる、というイメージとともに、触り心
地が良い、自然な、人の身体にやさしい、といった畳の
持つ良いイメージが認められた結果となった。一方で、
一般的な家よりも歴史的建造物であり現代の生活に合っ
ていない寄りのイメージが持たれており、畳の部屋に良
いイメージを持っているものの、実際の生活において身
近な空間ではなくなってきている様子が伺えた。
これを、男女別、及び、居住している住宅別に平均値

の差を求めた。平均の差についてはT検定を行い、統計
的に有意差が認められた場合、0.1％未満の場合＊＊＊、1％
未満の場合＊＊、5％未満の場合は＊、また、参考として、
10％未満の場合は（＊）で印をつけた。
男女別では、男子よりも女子でやや良いイメージを持

つ傾向にあり、特に、「住みたい」「触り心地の良い」「デザ
インが良い」「愛着がある」でよいイメージを持っている
傾向にあった。また、居住している住宅別では、戸建住
宅に居住している児童に比べて集合住宅に居住している
児童は、より現代の生活に合っていないと感じている傾
向にあった。
次に、SD法で尋ねた『畳の部屋』のイメージを因子分析

にかけた結果を表3に示す。因子分析を行う際、「必要な
-不要な」「あたたかみのある-すずしげな」「派手な-地味
な」の3項目を分析からはずし、18項目で分析を行った。
因子分析は、主因子法を使用、バリマックス回転をか

け、1.0 以上の固有値を基準に因子を抽出した。その結
果、3つの因子が析出され、各因子に含まれた形容詞対
から、それぞれの因子に意味づけを行った。
第1因子は、「使い勝手がよい-使い勝手が悪い」「過ご

しやすい-過ごしにくい」「住みたい-住みたくない」「落ち
着く-落ち着かない」等8つの形容詞対から成る因子で、
空間の住み心地を表す因子として「価値」因子と命名し

その結果、図9に示すように、約3割近くが「身近に感
じない」「やや身近に感じない」と答えた結果となった。
この結果を居住している住宅別にみると、有意差は認

められなかったものの、戸建住宅居住者よりも、集合住
宅居住者で身近に感じないという割合が高い傾向にあっ
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図8 使用した和室の画像

図9 伝統的和室に対する印象



5）住まいの伝統や文化に対する興味と学習希望
住まいの伝統や文化に対する興味について尋ねた結

果を図11に示す。
伝統的な住まいや建築に対して、約65％の児童が「興

味がある」「やや興味がある」と答えた。これを、他の項目
とクロス集計した結果、自宅に床の間がある児童、重要
文化財住宅を見たことがある児童、伝統的空間を身近に
感じる児童程、興味がある結果となった。重要文化財住
宅を見ることは、伝統的空間を身近に感じることにはつ
ながらないが、見ることによって興味を持つきっかけと
なると言える。

た。第2因子は、「かおりのよい-かおりのよくない」「デザ
インがよい-デザインが悪い」「さわり心地がよい-さわり
こと値が悪い」「人の身体にやさしい-人の身体に悪い」等
7つの形容詞対から成る因子で、畳の素材が持つ特徴を
表す因子として「素材感」因子と命名した。第3因子は、
「自然な-人工的な」「歴史的建造物-一般の家」「伝統的な-
現代的な」の3つの形容詞対から成る因子で、空間の伝統
的な特徴を表す因子として「伝統性」因子と命名した。
この結果から、児童が畳の部屋に求めるものは第1に

居心地の良さであると言える。次いで、畳という素材が
持つ特徴が空間を構成する要素として求められており、
第3に、空間の伝統性が求められると言える。

図10 『畳の部屋』に対するイメージ

次に、学校において住まいの伝統や文化に対する学習
を希望するかどうかを尋ねた結果を図12に示す。
住まいの伝統や文化について学びたいと思っている割

合は約8割と高い結果となった。これを、他の項目とクロ
ス集計した結果、伝統的住まいに興味がある児童、重要
文化財住宅を見たことがある児童程、学びたいと答える
傾向にあった。しかし、伝統的空間を身近に感じるかど
うかは学びたいという意識とは関連が認められなかった。
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表3 因子分析結果と因子の意味づけ

図11 住まいの伝統や文化に対する興味



6）小学校における住まいの『伝統と文化』学習
ここまでの結果から得られた、和の学びへの意欲に影

響を及ぼす要因についてまとめたのが図13である。
居住経験や祖父母等の住宅等での経験・伝統的空間へ

の親近感や興味・関心に影響していた。しかし、学びへの
意欲には直接的にはつながっていないものの、親近感は
興味・関心に影響を及ぼしており、興味・関心は学びへの
意欲に影響を及ぼしていることから、間接的に学びへの
意欲につながっていると言える。
ここまでの結果から、学びへの意欲を引き出すには、

住まいの伝統や文化への興味・関心をいかに引き出すか
が重要であると言えるが、現在の生活や住宅で目にした
り、体験することが少なくなっていることを前提として
考え、工夫をすることが必要であろう。
また、重要文化財住宅を見た経験は興味・関心ととも

に、直接的に学びへの意欲に影響を及ぼしており、実際
に、重要文化財住宅を見るという経験は学びへの意欲を
引き出す大きなきっかけとなる有効な方法であると考え
られる。しかし、その方法には、画像・動画・CG・VR・見
学や体験等様々な方法があり、それぞれにどのような効
果があるのかは今後検証する必要があろう。

風建築に生かされていることなどが分かる」8）と記載さ
れており、教科書にも「現代の和室と似ている」という記
述もみられる。しかし、畳の部屋を「歴史的建造物」と捉
えたり、伝統的和室を身近に感じない小学生がいること
を考えると、実感を伴った住まいの『伝統と文化』学習を
家庭科単独で担うのは限界があると考えられる。
しかし、他教科との連携をはかったクロスカリキュラ

ムによってより効果的に行えると考える。特に、社会科に
おいては、「東山文化」において当時成立した文化が現在
の日本の文化の原型となっていることを扱うことになっ
ており、連携をはかることが可能であると考えられる。
大畑11）は、「小学校社会科において伝統・文化学習を実践
するためには、伝統や文化に関する知識理解を深めると
ともに文化自体が持つ価値や現代生活の中でも生き続け
る文化への愛情を育て、自己の生き方との関連の中で文
化を発展させていくための学習が重要となる。」とし、「知
識理解を深めながら、自己との生き方や生活と関連させ
る学習が必要」と指摘しており、社会科においては、学ん
だことをいかに実生活と関連させて児童に実感させるか
が課題の1つである。一方、家庭科はその時間数の少な
さから内容を扱う十分な時間がないことが課題の1つで
ある。上記の点から、特に社会科と家庭科でクロスカリ
キュラムを組み立てることによって、それぞれの弱い部
分を補いあった効果的な学習が行える可能性があると言
えよう。
その他にも、国語の「生活の中の和と洋」12）との連携、

道徳の「伝統と文化の尊重,国や郷土を愛する態度」13）と
の連携等も有効と考えられ、こういった連携によって多
方面からの学びを行うことが可能であると考える。

従来、住生活学習は家庭科が担うという認識が強かっ
た。小学校においては、新学習指導要領では、ひさし、
よしず、すだれ、打ち水、風鈴などを、日本の生活文化
や生活の知恵に気付かせ、住まい方について取り扱う
こととなっている7）。また、中学校家庭科では、伝統的
な住宅や住まい方に見られる様々な知恵や生活文化を継
承する大切さを取り上げることと記載されている10）。一
方、家庭科以外の教科に目を向けると、例えば、小学校
社会科では、歴史の銀閣寺の書院造の箇所で「ふすまや
畳、違い棚などが作られていたこと、それらは現在の和

さらに、「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説
家庭編」14）を見ると、「第2節 家庭科改訂の趣旨及び要点」
の「ⅱ）教育内容の見直し」の中で、小学校家庭科では「主
として衣食住の生活において、日本の生活文化の大切さ
に気付く学習活動を充実する。」、中学校家庭科では「主と
して、して衣食住の生活において、日本の生活文化を継
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図12 住まいの伝統や文化に対する学習希望

図13 和の学びへの意欲に影響を及ぼす要因

図14 住まいの伝統や文化に関する学びの関連性



文化に関する内容は、現在の生活や住宅で目にした
り、体験することが少なくなっていることを前提と
して考える必要があると考えられる。さらに、約3
割の小学生が伝統的書院風和室を身近に感じない
と答えており、畳の部屋のイメージも一般的な家よ
りも歴史的建造物であり現代の生活に合っていな
い寄りのイメージが持たれており、居住環境の変化
が住まいの伝統や文化に対する感じ方に影響を及
ぼしていると考えられ、実感を持った「住まいの伝
統や文化」の教育には、より工夫が必要となる。

（3） 居住経験や祖父母等の住宅等での経験・伝統的空間
への親近感や興味・関心に影響していた。しかし、学
びへの意欲には直接的にはつながっていないもの
の、親近感は興味・関心に影響を及ぼしており、興
味・関心は学びへの意欲に影響を及ぼしていること
から、間接的に学びへの意欲につながっていると言
える。

（4） 実感を伴った「住まいの伝統や文化」の教育には、単
なる知識として終わらせない工夫が求められる。例
えば、実際に重要文化財住宅を見るという経験は学
びへの意欲を引き出す大きなきっかけとなると言
える。しかし、動画やVRを含めて様々な方法がある
現在、それぞれにどのような効果があるのかは今後
検証する必要があろう。また、家庭科だけでなく、国
語、道徳、社会科等とのクロスカリキュラムによっ
て、小学校で日本の住生活文化に関する知識の基礎
をつくり、小学校での学びを踏まえて、中学校以降
の学びにつなげることも可能となると考えられる。

今後は、小学校における教科を横断した住まいの『伝
統と文化』学習や中学校と連携した学習方法や実践につ
いて検討するなど、研究を進めて行く予定である。
なお本調査はJSPS科研費JP20K029121Aの助成を受け

ました。記して謝意を表します。

引用文献
1）萩原美智子、立花綾子、土井孝子、中西 花乃実、藤
原 夏子：「住宅建材についての消費者知識：その1  関
西地区住宅情報誌にみる畳の使用状況と消費者の畳
維持管理意識」、大手前短期大学研究集録　第24巻、
p.211～233（2004）

2）正岡さち、小野聡美：「地方都市の住宅における今後
の畳空間の方向性 ̶島根県松江市の場合̶」、島根
大学教育学部紀要（人文・社会科学）第45巻 p.95～99
（2011）

3）正岡さち・肥後久美子：モデルハウス・オープンハウス
にみる畳と畳空間の現状―松江市・出雲市の場合―、
島根大学教育学部紀要第48巻、p.65-72（2014）

4）国土交通省：「和の住まいの推進」
https：//www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/
jutakukentiku_house_tk4_000078.html

5）竹原宏美・梁瀬度子：居住者の和室に対する思い入れ

承する学習活動を充実する。」、高等学校家庭科では「日
本の生活文化の継承・創造等に関する学習活動を充実す
る。」と記載されている。小学校時代の学習によって住ま
いの伝統や文化に関する学びの基礎が作られると言え、
家庭科だけの少ない時間ではその基礎を作ることは難し
いと言わざるを得ない。そこで、クロスカリキュラムに
よって、小学校で日本の住生活文化に関する知識の基礎
をつくり、小学校での学びを踏まえて、中学校家庭科で
の学びにつなげ、その上で、高等学校での和室に関する
学びにつなげるという流れを作ることができると考えら
れる。

4.まとめ
児童が居住している住宅によって住宅内にある和の

要素に差が認められた。約3割の小学生が伝統的書院風
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化」の教育には、単なる知識として終わらせない工夫が
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割をもたらしてきたかなどと関連させるのも1つの方法
であろう。さらに、重要文化財住宅を見た経験は興味・
関心とともに、直接的に学びへの意欲に影響を及ぼして
おり、実際に、重要文化財住宅を見るという経験は学び
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基礎をつくり、小学校での学びを踏まえて、中学校以降
の学びにつなげることも可能となると考えられる。

Ⅳ. 要約
今後の住まいの伝統や文化に関する教育に活かすこ

とを目的として調査を行った。
（1） 大学生の住まいの伝統や文化に関する用語の認知度

は、ハード面でもソフト面でも、近年の一般的な住
宅や暮らしの中から姿を消しつつあるものの認知
度が低かった。また、用語の中でも、学習指導要領に
ある用語でも認知度が低いものもあった。しかし、
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（2） 児童が居住している住宅によって住宅内にある和の
要素に差が認められた。そのため、住まいの伝統や
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